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過去の共感の文献では共感から情動伝染 emotionalcontagion、同情 simpathy、 視
点取得perspectivetakingなどと区別に焦点を当ててきた(e.g.，Eisenberg 1986など)。し
かしこれまでは違いを強調しすぎた。定義を強調しすぎるのは共感が至近メカニズムを















刺激 (US) となる。 Subjectsは CSはUSを予期することを学習し、最終的に他者の
苦痛に対して苦痛で応答するようになる。発達的な研究はライフスパンにおける変化を
追うことによって、レベルの異なる共感を具体的に示した(e.g.，Eisenberg et al.， 1983)0 
Hoffmann(1982)によると共感には多様な情動的、認知的フ。ロセスが含まれる。しかしな
ぜこれらの変化が起こり、どのようにこれらのレベルが相互作用するかを明らかにしな




( 2) Percept i on-Act i onMode I (知覚一行為のモデル)
Object:情動や状態を最初に経験する個体
Subject :共感を通して objectの情動や状態を二次的に経験する個体























態と一致した生理反応を示す(Levenson&Ruef1992; Miller et al.， 1967)0 Objectに対して
反応していると、共感的に相手を気遣っているヒトの SubjectはObjectの苦痛に対し
て心拍が減少し、アカゲ、ザ、ルの Subjectは優位個体の接近に対して心拍の増加を示した















ろう O 一方 Objectが泥棒にあったということを聞いただけの Subjectでも、 Objectに
関連した泥棒や無力感などの思考を活性化させ、悲しみの感覚が生み出される。









3.1. Motor evidence for the PAM 
認知心理学の多くの実験から、 perception-actionの直接的なつながりが支援されて
いる。認知神経科学の発達、fMRI，EEG， TMS，などが PAMの研究を行っている。結

































inferior parietallobule， inferior frontal gyrusが活性化するのに対して、想像する際に
はブローカ野、caudalinferior parietal cortex， SMA proper， dorsal PMC (すべて左脳)、
middle frontal cortexが活性化した。小脳も 2つの条件聞で、活性化の仕方が異なってい




































情状態の近くによって活性化されるのだろう O 表情の統合は brainstem nuclei 


















sub-corticalな処理 (directlyfrom sensory cortical cortices to thalamus to amygdala 


































3.4 Emotional evidence for the PAM 




























ビデオを見せられた (positive:play，negative:severe aggression， neutral:scenery) 0 被
験体は negativeな刺激に対して毛を逆立てたり、 pant-hootしたり、 bluff-displayを
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